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コ
ラ
ム

下赤坂の棚田の日の入り（大阪府千
ち

早
はや

赤
あか

阪
さか

村
むら

）

下赤阪の棚田は、1999年に農林水
産省により「日本の棚田百選」に選
定された。棚田とは、「段々畑」とも
いい、傾斜地に稲作のためにつくられ
た、棚のような耕作地のこと。下赤阪
だけでなく、千早赤阪村内にはいたると
ころに棚田がつくられており、四季折々
にのどかな景色を楽しむことができる。

ࣸਅΩϟϓγϣϯ

新
型
コ
ロ
ナ
Ւ
に
よ
る
農
産

流
通
の
ܹ
変
を
実

感
し
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
支
え
ら
れ
て

い
た
ڇ

な
ど
の
高
ڃ
食
ࡐ
や
ף
ࠗ

ࡇ
需
要
の
多

い
Ֆ
き
、
さ
ら
に
業
務
需
要
を
主
要
ൢ
࿏
に
し
て
き

た
農
業
者
は
ݢ
ฒ
み
大
ଧ
ܸ
だ
。
い
͟
と
な
れ
ば

ې
輸
ા
置
や
人
の
移
動
制
限
を
含
め
国
境
の
น
が

急
に
ු
上
す
る
ά
ロ
ー
バ
リ
ζ
ム
の
脆
弱
さ
も
今

回
は
ු
き
ூ
り
に
な
っ
た
。

一
方
、
家
ఉ
内
消
費
の
増
加
で
ス
ー
ύ
ー
や
生
協

の
売
上
げ
は
想
定
外
の
৳
び

。
ࢲ
が
加
入
し
て
い

る
産
直
宅
配
型
生
協
も
、「
契


ྔ
を

え
る
受

注
」
で
農
産

の
ܽ

が
相
次
͙
。

こ
の
ࠞ
ཚ
の
中
で
、改
め
て
感
じ
る
の
は
「
地
ԑ
」

と
「
知
ԑ
」
の
強
さ
、そ
し
て
「
ԑ
」
を
つ
な
͙
π
ー

ル
と
し
て
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
想
૾
以
上
の
ଘ
在
感
だ
。

山
形
県
の
知
人
農
家
も
業
務
需
要
向
け
の
特
別


ഓ
ถ

４
、０
０
０
ᶵ
の
契

を
急
に
Ω
ャ
ン
セ
ル

さ
れ
た
。「
５
Ω
ロ
で
も
購
入
を
」と
フ
ェ
イ
ス
ϒ
ッ

ク
で
Ｓ
̤
Ｓ
が
届
い
た
が
、
ڻ
い
た
こ
と
に
、
わ
ず

か
１
週
間
で
、
想
定
を
は
る
か
に

え
る
支
援
の
注

文
が
ԡ
し
د
せ
た
と
い
う
。

熊
本
県
で
ネ
ッ
ト
ൢ
売
に
力
を
入
れ
て
き
た
ए
手

の
Ֆ
き
生
産
者
も
「
ネ
ッ
ト
ൢ
売
を
や
っ
て
い
て
助

か
っ
た
」
と

す
。
ए
手
農
家
༗
ࢤ
で
運
営
す
る
多


目
の
シ
ἀ
ッ
ϐ
ン
ά
サ
イ
ト
も
、
３
月
は
ࡢ
年
同

期
の
10
倍
の
売
上
げ
だ
と
い
う
。

自
粛
中
で
も
国
内
人
口
が
減
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
家
ఉ
内
需
要
に
Ξ
ク
セ
ス
す
れ
ば
売
れ
る
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
ύ
ワ
ー
ڪ
る
べ
し
だ
が
、
上
記
の
２
人
は
、
い

ず
れ
も
今
ま
で
年
月
を
か
け
て
「
知
ԑ
（
価

観
を

共
༗
す
る
消
費
者
と
の
つ
な
が
り
）」
を

い
で
き

た
か
ら
こ
そ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
機
能
し
た
こ
と
は
強
調
し
て

お
き
た
い
。

家
ఉ
内
需
要
へ
の
Ξ
ク
セ
ス
を
地
元
農
産

直
売

所
に
ٻ
め
る
動
き
も
あ
る
。「
ೣ
も
उ
子
も
大
消
費

地
の
時
代
じ
Ỵ
な
い
。
農
村
も
ࠞ
住
化
で
、
気
づ
け

ば
消
費
者
が
増
え
て
い
る
」
と
、
ఈ
ݎ
い
ロ
ー
カ
ル

需
要
を
取
り
込
む
重
要
性
を
ࢦ
ఠ
す
る
農
業
者
の
言

༿
を
改
め
て
ࢥ
い
出
し
た
。

今
後
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
ී
及
な
ど
で
新
た
な

生
活
ス
タ
イ
ル
が
広
が
れ
ば
、
従
来
の
消
費
構
造
や

流
通
も
変
わ
る
。

不
確
実
性
の
増
す
時
代
。「
߈
め
」
だ
け
で
は
足

元
を
ٹ
わ
れ
る
。
地
ԑ
や
知
ԑ
と
い
う
価

の
ఈ
ݎ

さ
も
コ
ロ
ナ
Ӕ
は
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
た
と
感
じ
て

い
る
。
こ
れ
は
農
産

に
限
っ
た

で
は
な
い
。

農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
明
治
大
学
客
員
教
授

榊さ
か
き

田だ

　
み
ど
り

コ
ロ
ナ
禍
が
農
産
物
流
通
に
問
い
か
け
た
こ
と

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
荒
木
全
国
町
村
会
長
が
出
席

　

Ổ「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
及
び
骨
太
方
針
の
策
定
等
」
に
つ
い
て
協
議
Ổ
�ộ
ᾈ

新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
つ
い
て

　

〜
我
が
国
の
食
と
活
力
あ
る
農
業
・
農
村
を
次
の
ੈ
代
に
つ
な
͙
た
め
に
〜
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ᾋ

町
村
ご
当
地
Ω
ャ
ラ
じ
ま
ん
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ᾏ

「
食
」
を
考
え
る
�ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ
ộ

Ҫ
県
越
前
町
長　

内
藤　

ढ़
ࡾ
ộ
ᾐ

活�

動

政�

策

情�

報

随�

想
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は
じ
め
に
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
挨
拶

に
立
ち
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
は
、
５
月
14
日
に
39
県
に
つ
い

て
緊
急
事
態
宣
言
を
解
除
し
た
。
ま
た
、

21
日
を
目
途
に
専
門
家
の
皆
様
に
改
め
て

状
況
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
可
能
で
あ

れ
ば
、
31
日
の
期
間
満
了
を
待
つ
こ
と
な

く
緊
急
事
態
宣
言
を
解
除
し
た
い
。
解
除

に
よ
り
コ
ロ
ナ
時
代
の
「
新
た
な
日
常
」

を
取
り
戻
し
て
い
く
た
め
、
も
う
一
段
の

新
た
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
抜
本
的
な
拡
充
、
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
方
々
の
家
賃
を
一

層
軽
減
す
る
た
め
の
新
た
な
支
援
制
度
の

創
設
、
学
生
支
援
の
た
め
の
新
た
な
仕
組

み
の
創
設
、
医
療
現
場
が
抱
え
る
課
題
の

解
決
に
向
け
た
強
力
な
支
援
、
金
融
機
能

の
強
化
に
向
け
た
対
応
ー
を
柱
と
す
る
第

２
次
補
正
予
算
の
編
成
に
着
手
し
た
。
５

月
27
日
を
目
途
に
決
定
し
、
国
会
に
提
出

し
た
い
。

ま
た
、
骨
太
方
針
は
、
今
後
経
済
財
政

諮
問
会
議
で
ご
議
論
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
が
、
今
年
は
、
今
般
の
危
機
を
乗
り
越

え
た
先
の
未
来
に
向
け
て
、
社
会
変
革
を

推
進
し
、「
新
た
な
日
常
」
を
定
着
・
加

速
さ
せ
て
い
く
。
そ
の
た
め
の
対
応
の
方

向
性
や
取
組
を
盛
り
込
ん
だ
骨
太
方
針
に

し
た
い
。

こ
の
危
機
を
未
来
に
向
け
た
社
会
変
革

の
契
機
と
し
、
国
と
地
方
が
一
層
連
携
を

し
て
、
東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
伺
い
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

協
議
に
お
い
て
、
飯
泉
全
国
知
事
会
長

（
徳
島
県
知
事
）
が
地
方
六
団
体
を
代
表

し
て
、
①
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
需

要
に
対
応
す
る
た
め
最
低
２
兆
円
ほ
ど
増

額
す
る
こ
と
、
②
長
引
く
学
校
の
休
業
の

影
響
に
よ
る
夏
休
み
の
活
用
の
た
め
体
育

館
や
特
別
教
室
の
空
調
化
な
ど
ハ
ー
ド
面

の
整
備
が
必
要
な
こ
と
、
③
感
染
症
に
よ

り
大
都
市
部
へ
の
人
口
一
極
集
中
の
脆
弱

さ
を
実
感
し
た
こ
と
か
ら
、
中
央
省
庁
の

地
方
移
転
、
企
業
の
地
方
分
散
、
地
方
大

学
の
魅
力
化
な
ど
、
大
胆
に
国
家
構
造
の

転
換
を
す
る
こ
と
、
④
骨
太
方
針
に
つ
い

て
は
、
地
方
の
一
般
財
源
総
額
の
確
保
と

令
和
２
年
度
に
期
限
を
迎
え
る
「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊

急
対
策
」
を
５
か
年
ほ
ど
期
間
延
長
す
る

　
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」（
令
和
２
年
度
第
１
回
）
が
、
５
月
19
日
に
開

催
さ
れ
、
本
会
の
荒
木
泰
臣
会
長
（
熊
本
県
嘉
島
町
長
）
は
じ
め
、
地
方
六

団
体
代
表
が
出
席
し
た
。
政
府
側
は
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
、
麻
生
副
総
理
・

財
務
大
臣
、
菅
内
閣
官
房
長
官
、
高
市
総
務
大
臣
、
北
村
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
（
地
方
創
生
）、
萩
生
田
文
部
科
学
大
臣
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
、
梶

山
経
済
産
業
大
臣
、
赤
羽
国
土
交
通
大
臣
、
武
田
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
防
災
）、
西
村
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
）
兼
経
済
再
生
担

当
大
臣
が
出
席
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
及
び
骨
太
方
針

の
策
定
等
」
の
２
議
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
な
お
、
こ
の
会
議
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
全
国
的
な
感
染
拡
大
に
伴
い
、
テ
レ
ビ
会
議
形
式
で
行

わ
れ
た
。

全国町村会

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
荒
木
全
国
町
村
会
長
が
出
席

―�「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
及
び

�
�
�
�
�
�
�

骨
太
方
針
の
策
定
等
」
に
つ
い
て
協
議
―
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こ
と
、
⑤
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前

倒
し
、
遠
隔
教
育
、
農
林
水
産
業
や
建
設

業
に
お
け
る
I
C
T
の
活
用
推
進
に
つ
い

て
発
言
が
あ
っ
た
。

荒
木
会
長
か
ら
は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
下
で
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
補
正
予
算
か
ら
来
年
度
当
初
予
算
ま

で
、
切
れ
目
な
く
、
国
民
の
「
健
康
と
命
」

「
暮
ら
し
と
経
済
」
を
守
る
た
め
、
前
例

に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
方
財
政
も
含
め
、
必

要
な
総
額
を
万
全
に
確
保
す
る
こ
と
、
②

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

我
々
財
政
力
の
弱
い
町
村
も
含
め
、
配
慮

い
た
だ
い
た
が
、
ま
だ
ま
だ
対
策
費
が
全

く
足
り
な
い
こ
と
か
ら
、
町
村
の
厳
し
い

実
情
を
踏
ま
え
て
、
第
２
次
補
正
予
算
で

は
交
付
金
の
大
幅
な
増
額
を
行
う
こ
と
、

③
医
療
体
制
が
脆
弱
な
町
村
で
は
、
感
染

者
の
発
生
が
医
療
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
こ
と
か
ら
、
医
師
派
遣
・
患
者
輸
送

の
サ
ポ
ー
ト
や
マ
ス
ク
・
消
毒
液
等
の
確

保
に
つ
い
て
、
広
域
的
な
支
援
体
制
の
構

築
と
と
も
に
、
移
動
の
自
粛
に
つ
い
て
、

国
民
の
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
、
④
い
ま

改
め
て
、
東
京
一
極
集
中
の
弊
害
と
分
散

型
国
土
形
成
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
後
の
「
新

し
い
日
常
」
の
中
に
、
田
園
回
帰
や
地
方

で
の
暮
ら
し
推
進
を
位
置
づ
け
、
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
も
含
め
た
産
業
振
興
や
遠
隔
医

療
・
遠
隔
教
育
が
ど
こ
で
も
可
能
と
な
る

よ
う
、
条
件
不
利
地
域
も
含
め
た
情
報
通

信
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
加
速
化
を
図
る
こ

と
ー
を
要
請
し
た
。

他
の
地
方
六
団
体
代
表
か
ら
は
こ
の

他
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
の
推
進
、

学
校
の
「
９
月
入
学
」
に
対
す
る
慎
重
論
、

新
過
疎
法
の
制
定
等
に
つ
い
て
意
見
等
が

述
べ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
国
側
か
ら
は
、
各

大
臣
よ
り
以
下
の
発
言
が
あ
っ
た
。

○
高
市
総
務
大
臣

・�

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向

け
て
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
の
支
援
対

象
地
域
を
条
件
不
利
地
域
以
外
の
地
域

に
も
特
例
的
に
拡
大
し
、
整
備
促
進
し

て
い
く
。

・�

一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か

り
確
保
す
る
と
と
も
に
、「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
も
引
き
続
き
所
要
額
を
計

上
す
る
。

・�

新
過
疎
法
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
議
員

立
法
の
た
め
、
各
党
各
会
派
で
の
議
論

の
動
向
を
注
視
す
る
。

・�

情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
の
推
進
は
、
ま

ず
住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
今

年
の
夏
頃
ま
で
に
標
準
仕
様
書
を
作
成

す
る
と
と
も
に
、
基
幹
税
務
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
も
今
年
度
か
ら
標
準
化
の
検

討
を
開
始
す
る
。

・�

地
方
税
に
つ
い
て
は
、
大
幅
に
減
収
し

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
財

務
省
と
も
協
議
し
、
今
週
末
に
は
プ
ラ

ン
を
発
表
す
る
予
定
で
あ
り
、
ま
た
、

国
税
の
収
入
減
少
に
伴
う
地
方
交
付

税
の
原
資
の
減
少
分
に
対
す
る
補
填

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
事
項
で

あ
る
。

○
加
藤
厚
生
労
働
大
臣

・�

緊
急
包
括
支
援
交
付
金
に
つ
い
て
、
大

幅
な
積
み
増
し
や
全
額
国
費
に
よ
る
負

担
を
検
討
し
て
い
る
。

・�

４
月
末
か
ら
医
療
機
関
向
け
のW

EB

調
査
「
Ｇ-

Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
ジ
ー
ミ
ス
）」
を

活
用
し
て
国
が
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
等

を
直
接
配
布
す
る
仕
組
み
を
導
入
し

て
い
る
。「
Ｇ-

Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
に
未
回
答

の
医
療
機
関
に
呼
び
か
け
を
お
願
い

し
た
い
。

・�
医
療
機
関
な
ど
へ
の
財
政
支
援
に
つ
い

て
は
、
医
療
従
事
者
等
へ
の
応
援
、
患

者
の
積
極
的
受
入
れ
の
対
応
な
ど
、
第

２
次
補
正
予
算
で
検
討
す
る
。

・�

小
規
模
市
町
村
な
ど
へ
の
支
援
は
、
患

者
の
搬
送
調
整
の
機
能
を
担
う
調
整
本

部
へ
の
患
者
搬
送
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

等
の
配
置
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
省

内
に
医
療
体
制
地
方
支
援
チ
ー
ム
を
発

足
し
、
支
援
を
進
め
る
。

○�

北
村
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣�

�

（
地
方
創
生
）

・�

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は
、
国
の
直
接

の
政
策
で
は
手
が
届
か
な
い
大
切
な
政

策
に
十
二
分
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

交
付
金
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か

り
検
討
す
る
。

○
萩
生
田
文
部
科
学
大
臣

・�

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
倒
し
に

つ
い
て
は
、
予
算
を
確
保
し
て
い
る
の

で
、
各
自
治
体
で
計
画
を
立
て
早
期
に

整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
共
同
購
入

な
ど
の
相
談
に
も
の
る
。

・�「
９
月
入
学
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
全

体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
問
題
で

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
何
が

１
番
の
選
択
肢
か
を
し
っ
か
り
考
え

な
が
ら
、
皆
様
と
も
よ
く
相
談
を
し

て
い
く
。

○
梶
山
経
済
産
業
大
臣

・�

中
小
・
小
規
模
事
業
者
等
に
対
す
る
持

続
化
給
付
金
や
、
実
質
無
利
子
・
無
担

保
、
か
つ
最
大
５
年
間
の
元
本
返
済
据

置
き
の
融
資
を
講
じ
て
き
た
が
、
さ
ら

に
家
賃
支
援
も
含
め
た
必
要
な
対
策
を

▲意見を述べる荒木会長

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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講
じ
て
い
く
。

○
武
田
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）

・�
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

３
か
年
緊
急
対
策
の
拡
充
・
継
続
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
度
以
降
に
つ
い
て

も
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
に
沿
っ
て

必
要
な
予
算
を
確
保
し
た
い
。

・�

各
市
町
村
の
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
の

策
定
を
お
願
い
す
る
。

・�

各
自
治
体
に
お
い
て
も
、
災
害
発
生
に

備
え
て
、
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
の
た

め
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
マ
ス
ク
、
消

毒
液
等
の
感
染
症
予
防
の
備
蓄
等
を

行
い
、
万
全
の
備
え
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

○
赤
羽
国
土
交
通
大
臣

・�

省
庁
横
断
的
な
大
臣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、
抜
本
的
な
治
水
対
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
に
わ
た
る
防
災
・
減
災
対
策
を
強
力

に
推
進
す
る
必
要
な
予
算
の
確
保
を

す
る
。

・�

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
観
光
関
連
産
業
に

つ
い
て
は
、
落
ち
着
き
次
第
、
Ｇ
ｏ�

Ｔ
ｏ�

Ｔ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｌ
事
業
に
よ
り
観

光
事
業
を
強
力
に
推
進
し
、
地
域
経

済
を
支
援
す
る
。

○
西
村
経
済
再
生
担
当
大
臣

・�

今
年
の
骨
太
方
針
は
、
７
月
半
ば
を
目

途
と
し
た
閣
議
決
定
に
向
け
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
感
染
症
拡

大
へ
の
対
応
と
経
済
活
性
化
の
両
立
に

焦
点
を
当
て
て
策
定
作
業
を
進
め
る
。

・�

今
回
の
事
態
の
中
で
、
多
く
の
人
が
テ

レ
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト
化
を
経
験
さ

れ
、
過
度
な
人
口
集
中
に
よ
る
感
染
リ

ス
ク
が
社
会
に
認
識
さ
れ
た
機
会
を
捉

え
て
、
デ
ジ
タ
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

を
一
気
に
進
め
、
東
京
一
極
集
中
の
是

正
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
、

「
第
２
次
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
27
日

を
目
途
に
概
算
決
定
を
行
う
予
定
で
あ

り
、
皆
様
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
地
域
の

声
と
し
て
受
け
止
め
て
い
く
。今
ま
さ
に
、

感
染
拡
大
防
止
と
同
時
に
、
社
会
経
済
活

動
を
段
階
的
に
再
開
さ
せ
て
い
く
と
い

う
、
大
変
難
し
い
挑
戦
に
足
を
踏
み
出
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
新
た
な
日

常
」
を
つ
く
り
上
げ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
も

あ
る
。
国
と
地
方
が
し
っ
か
り
協
力
を
し

て
前
に
進
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
今
後
も
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
、
協
議
を
締

め
括
っ
た
。

※�

地
方
六
団
体
提
出
資
料
「
骨
太
の
方

針
の
策
定
等
に
つ
い
て
」
は
、
全
国

町
村
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

同
協
会
は
こ
の
た
び
「
令
和
２
年
度
あ
し

た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
」
の
応

募
受
付
を
開
始
し
た
。

　

同
賞
は
、
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る

活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
・
く
ら
し
づ
く
り
・

ひ
と
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
地
域
活
動
団

体
等
の
優
れ
た
活
動
を
顕
彰
す
る
も
の
。

○
対
象

　

応
募
対
象
は
、
地
域
住
民
が
自
主
的
に
結

成
し
運
営
し
て
い
る
団
体
や
、
こ
う
し
た
団

体
と
積
極
的
に
連
携
し
て
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
む
企
業
、
商
店
街
、
学
校
な
ど
。
地
域

に
即
し
た
発
想
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
方
法

な
ど
に
よ
り
、
２
年
以
上
活
動
し
大
き
な
成

果
を
あ
げ
て
お
り
、
市
区
町
村
地
域
程
度
ま

で
を
範
囲
に
活
動
し
て
い
る
団
体
を
対
象
と

す
る
。

○
応
募
対
象
と
な
る
活
動
内
容
や
テ
ー
マ

　

災
害
に
強
い
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
、

住
民
同
士
の
支
え
あ
い
活
動
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
、
子
育
て
支
援
や
居
場
所
づ

く
り
、
子
ど
も
食
堂
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
や
日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
、
震
災
復

興
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
復
興
支
援
活
動
、

生
活
環
境
の
改
善
、
地
域
文
化
の
振
興
、
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
や
地
域
環
境
保
全
、
都
市
と

農
山
漁
村
と
の
交
流
、
地
域
の
伝
統
を
生
か

し
た
食
育
・
地
産
地
消
活
動
な
ど
、
住
み
良

い
地
域
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
。

○
応
募
締
切　

７
月
３
日
（
金
）

○
応
募
方
法

①
応
募
用
紙
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
所
定
の
用

紙
に
記
入
）、
②
応
募
原
稿
（
こ
れ
ま
で
の

活
動
内
容
と
現
在
ま
で
の
成
果
等
を
２
０
０

０
字
程
度
）、
③
写
真
（
活
動
の
様
子
が
わ
か

る
写
真
５
〜
６
枚
程
度
）を
あ
わ
せ
て
提
出
。

　

同
協
会
へ
Ｅ
メ
ー
ル
（ashita@

ashita.
or.jp

）
で
送
付
。
郵
便
・
宅
配
便
も
可
。

な
お
、
県
内
審
査
を
行
う
兵
庫
県
内
か
ら
の

応
募
は
兵
庫
県
協
議
会
へ
送
付
。
協
議
会
の

連
絡
先
は
同
協
会
へ
お
尋
ね
を
。

○
賞
（
予
定
）

　

内
閣
総
理
大
臣
賞（
賞
状
、副
賞
20
万
円
）、

内
閣
官
房
長
官
賞
（
賞
状
、
副
賞
10
万
円
）、

総
務
大
臣
賞
（
賞
状
、
副
賞
10
万
円
）、

主
催
者
賞
（
賞
状
、
副
賞
５
万
円
）
等

○
主
催

　

(

公
財)

あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
、
都

道
府
県
新
生
活
運
動
等
協
議
会
、
読
売
新
聞

東
京
本
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

○
後
援
（
申
請
中
）

　

内
閣
府
、
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
厚
生

労
働
省
、
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、
全

国
町
村
会
、
日
本
商
工
会
議
所
、
全
国
商
工

会
連
合
会
、
日
本
青
年
団
協
議
会
、（
一
財
）

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
、（
一
財
）
日
本

宝
く
じ
協
会

○
問
い
合
わ
せ
先

あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３

-

６
２
４
０-

０
７
７
８
）
ま
で
。

詳
細
は
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.ashita.or.jp/

）
を
参
照
。

（
公
財
）
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会

地
域
づ
く
り
の
「
元
気
の
素
」
を
募
集
中！

令
和
２
年
度
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
募
集

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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øɹ


͡
Ί
ʹ

令
和
２
年
３
月
31
日
、
新
た
な
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
（
以
下
、「
基
本
計

画
」
と
い
う
。）
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
基

本
計
画
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

に
基
づ
き
、
お
お
む
ね
５
年
ご
と
に
見
直

す
、
中
長
期
的
な
農
政
の
ࢦ
針
で
あ
る
。

今
回
は
、
地
域
政
策
の
総
合
化
の
他
、

町
村
な
ど
の
৬
員

の
減
少
が
ݒ
೦
さ
れ

る
中
で
も
、
現
場
が
抱
え
る
課
題
や
行
政

ニ
ー
ζ
の
変
化
等
に
ਝ
速
か
つ
ޮ
果
的
・

ޮ

的
に
対
応
す
る
こ
と
も
含
め
、
ࢪ
策

の
方
向
を
幅
広
く
記
述
し
た
の
で
、
概
要

を
ご

հ
し
た
い
。

ùɹ

ج
ຊ
ܭ
ը
の
ϙ
Π
ϯ
τ

新
た
な
基
本
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
以

下
の
５
点
で
あ
る
。

①�

農
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
農
政
改

革
を
引
き
続
き
推
進

②�

中
小
・
家

経
営
な
ど
多
様
な
経
営
体

の
生
産
基
൫
の
強
化
を
通
じ
た
農
業
経

営
の
ఈ
上
げ

③�

農
林
水
産

・
食

の
輸
出
を
令
和
12

年
ま
で
に
５
兆
円
と
す
る
目
標
を
設
定

④�

関

府
省
等
と
連
携
し
、
農
村
振
興
ࢪ

策
を
総
動
員
し
た「
地
域
政
策
の
総
合
化
」

⑤�

食
と
農
に
関
す
る
新
た
な
国
民
運
動
の

展
開
を
通
じ
た
国
民
的
合
意
の
形
成

こ
れ
ら
に
向
け
た
取
組
の
ޮ
果
が
高
ま

る
よ
う
に
、
関

府
省
や
地
方
公
共
団
体

等
と
連
携
し
、
生
産
基
൫
の
強
化
と
多
面

的
機
能
の
発
ش
を
図
っ
て
い
く
。

úɹ

ج
ຊ
ܭ
ը
の

༰

˙�
ୈ
øɹ

৯
ྉ
ỏ

ۀ
ٴ
ͼ

ଜ
ʹ
ؔ
͢

Δ
ࢪ
ࡦ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
の
ج
ຊ
త
ͳ
ํ


農
業
の
成
長
産
業
化
を
促
進
す
る
「
産

業
政
策
」
と
、
農
業
・
農
村
の
༗
す
る
多

面
的
機
能
の
維
持
・
発
ش
を
促
進
す
る「
地

域
政
策
」
を
ं
の
両
ྠ
と
し
て
推
進
し
、

食
料
自
給

の
向
上
と
食
料
安
全
保
ো
の

確
立
を
図
る
（ừ
図
１
Ử
参
照
）。

˙�

ୈ
ùɹ

৯
ྉ
ࣗ
څ

の

ඪ

令
和
12
年
度
に
お
け
る
食
料
自
給

の

目
標
を
、
食
料
安
全
保
ো
上
の
基
ૅ
的
な

ࢦ
標
と
な
る
ڙ
給

ྔ
ベ
ー
ス
で
4ü
ˋ
、

生
産
額
ベ
ー
ス
で
は
7ü
ˋ
と
設
定
し
た
。

ま
た
、
ࣂ
料
が
国
産
か
輸
入
か
に
か
か
わ

ら
ず
、ச
産
業
の
活
動
を
ద
切
に

ө
し
、

国
内
生
産
の
状
況
を
評
価
す
る
ࢦ
標
と
し

て
、
食
料
国
産

の
目
標
を
新
た
に
設
定

し
た
（ừ
図
２
Ử
及
び
ừ
図
３
Ử
参
照
）。

我
が
国
の
食
料
の
જ
在
生
産
能
力
を
表

す
食
料
自
給
力
ࢦ
標
に
つ
い
て
は
、
農
地

面
積
に
加
え
、
農
業
労
働
力
・
農
業
ٕ
ज़

も
考
慮
し
た
ࢦ
標
を
提
ࣔ
し
、
令
和
12
年

度
の
見
通
し
も
提
ࣔ
し
た
（ừ
図
４
Ử
参

照
）。な

お
、
農
地
面
積
に
つ
い
て
は
、
４
３

９
・
７
万
įĨ
（
令
和
元
年
）
か
ら
４
１
４

万
įĨ
（
令
和
12
年
）
に
、農
業
労
働
力
（
農

業
ब
業
者

）
に
つ
い
て
は
、
２
０
８
万

人
（
ฏ
成
27
年
）
か
ら
１
４
０
万
人
（
令

和
12
年
）
に
な
る
と
見
通
し
て
い
る
。

˙�

ୈ
ú
৯
ྉ
ỏ

ۀ
ٴ
ͼ

ଜ
ʹ
ؔ
し
૯

߹
త
͔
ͭ
ܭ
ը
త
ʹ
ߨ
ͣ

͖
ࢪ
ࡦ

ớ
৯
ྉ
の
҆
ఆ
ڙ
څ
の
֬
อ
Ờ

消
費
者
や
実
需
者
ニ
ー
ζ
の
多
様
化
・

高
度
化
へ
の
対
応
を
進
め
つ
つ
、
関

者

▶�

食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
に
お
け
る

答
申
書
手
交
の
様
子

৽ͨͳ৯ྉɾۀɾ村جຊܭըʹ͍ͭͯ
ʙզ͕国ͷ৯ͱ͋ྗ׆Δۀɾ村Λ�
� ͷੈʹͭͳ͙ͨΊʹʙ࣍

ྛਫ࢈লେਉࣄࢀɹؒؠɹߒ
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の
連
携
・
協
働
に
よ
る
新
た
な
価

の
創

出
を
推
進
す
る
。ま
た
、政
府
一
体
と
な
っ

た
輸
出
促
進
や
日
本
食
・
食
文
化
の
ւ
外

ී
及
や
食
産
業
等
の
ւ
外
展
開
等
の
取
組

を
推
進
し
、
農
林
水
産

・
食

の
輸
出

額
を
令
和
12
（
２
０
３
０
）
年
ま
で
に
５

兆
円
と
す
る
こ
と
を
目
ࢦ
す
。

食

の
安
全
確
保
と
食

に
対
す
る
消

費
者
の
信
པ
確
保
、
食
生
活
・
食
श
׳
の

変
化
等
を
踏
ま
え
た
食
育
や
消
費
者
と
生

産
者
の
関

強
化
を
進
め
る
。
ま
た
、
食

料
ڙ
給
に

る
リ
ス
ク
を
見
据
え
た
総
合

的
な
食
料
安
全
保
ো
を
確
立
す
る
。

ớ

ۀ
の
࣋
ଓ
త
ͳ
ൃ
ల
Ờ

経
営
感
֮
を
持
っ
た
人
ࡐ
が
活
༂
で
き

る
よ
う
、
経
営
規
模
や
家

・
法
人
等
経

営
形
態
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
担
い
手
の

育
成
・
確
保
を
進
め
る
と
と
も
に
、
担
い

手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集

化
、
農
業
生

産
基
൫
の
整
備
の
ޮ
果
的
な
実
ࢪ
、
需
要

構
造
等
の
変
化
に
対
応
し
た
生
産
ڙ
給
体

制
の
構
築
と
そ
の
た
め
の
生
産
基
൫
の
強

化
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
ී
及
・
定
着
等
に

よ
る
生
産
・
流
通
現
場
の
ٕ
ज़
革
新
、
気

ީ
変
動
へ
の
対
応
な
ど
の
環
境
対
策
等
を

総
合
的
に
推
進
す
る
。

ま
た
、
中
小
・
家

経
営
な
ど
多
様
な

経
営
体
に
よ
る
地
域
の
下
支
え
を
図
る
と

と
も
に
、
生
産
現
場
に
お
け
る
人
手
不
足

■図１　�食料・農業・農村をめぐる情勢及び基本的な方針

食料・・੨をめ岺るੲિ

ા峮実の崳ー崢に໌した施策
食料安全保障のનয়と農業嵣農੨の要ਙに峎い峐の国ড়的合ਔのਛ
農業の持続ਙન保に向けた人౫のਛ嵣ન保と生産੦ೕのਘ৲に向けた

施策の展৫
 ス嵆ー崰農業の加ச৲と農業のデ崠崧ル崰嵑嵛ス崽崑ー嵉ー崟嵏嵛のਤ
地ୠ策の合৲と面的ਃ能の維持嵣ม
಼૩峮ੇႛႈ୰等、ਞ動とい峍た農業の持続ਙをะ岵す

リス崗峢のৌૢਘ৲
農業嵣農੨のਚ੭のੜপに向けた施策のਤ
 SDGsをీਃとした持続可能なੌをしする施策

岣産策岤と岣ୠ策岤をのとし峐ਤし、
లਟに峹た峍峐国ড়生活にਂ可ಳな食料を安定的に給し、
食料自給率のと食料৸৳をનয়

基本峔্ଉ

策ਤの基本峔ଳਡ

国内ਗの୭৲

生産基ೕのᒤൠ৲

農業業ਯ峮農地面積のপ்な

①国内場のೠ小とਲਗ場のఁপ
嵣人ઠ、ા崳ー崢の৲

②TPP11、৪നಔੈ定等の新たな国୭
⋉ᄄするপ規模自ே಼૩、新たなഉඪ
⋊CSF(ᆈ)の生嵣ASF(崊崽リカᆈ)峢のৌૢ

のାৰ峔ਤ展
嵣農水産嵣食品ୟল額
4,497(2012) → 9,121(2019)

嵣生産農業ਚ੭
2.8ூ(2014) → 3.5ூ(2018)

嵣の新規農
18,800人/年(0913ع）→ 21,400人/年(1418ع)

〈食料・・੨॑ीएॊੲિल੦মऩ্ଉ〉

■図２　�食料自給率等の目標・展望〈食料自給率等の目標・展望〉

1

目標・展望等

農地面積に加え、労働力も考慮した指標を提示。
また、新たに2030年の見通しも提示

食料自給力指標（食料の潜在生産能力）

【飼料自給率】 25％ (2018) → 34％ (2030)

【食料国産率】 飼料自給率を反映せず、国内生産の状況を評価するため新たに設定

＜カロリーベース＞ 46％(2018) → 53％(2030)
＜生産額ベース＞69％(2018)→79％ (2030)

食料自給率の目標

【カロリーベース】 37％ (2018) → 45％ (2030) (食料安全保障の状況を評価)

【生産額ベース】 66％ (2018) → 75％ (2030) (経済活動の状況を評価)

＜生産努力目標＞
課題が解決された場合に、主要品目
ごとに2030年における実現可能な国
内の農業生産の水準を設定

【基本計画と併せて策定】

農地の見通しと確保

(2030) 
見通し：414万ha
すう勢：392万ha

農業構造の展望
（農業労働力の見通し）

(2030) 
展 望：140万人
すう勢：131万人

(2015)
208万人

農業経営の展望

① 37の経営モデルを提示
② 小規模でも安定的な経営を行い農地

維持等に寄与する事例を提示

※これまでの傾向が
続いた場合

※施策を講じない場合

(2019) 
439.7万ha
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等
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン

等
を

っ
た
作
業
代
行
や
シ
ェ
Ξ
リ
ン
ά

等
の
新
た
な
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
定
着

を
促
進
す
る
。

ớ

ଜ
の
ৼ
ڵ
Ờ

農
村
を
維
持
し
、
次
の
ੈ
代
に
継
ঝ
し

て
い
く
た
め
、
ᾇ
生
産
基
൫
の
強
化
に
よ

る
収
ӹ
力
の
向
上
等
を
図
り
農
業
を
活
性

化
す
る
こ
と
や
、
農
村
の
多
様
な
地
域
資

源
と
他
分

と
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
新
た

な
価

を
創
出
し
所
ಘ
と
雇
用
機
会
を
確

保
す
る
こ
と
、
ᾈ
中
山
間
地
域
を
は
じ
め

と
し
た
農
村
に
人
が
住
み
続
け
る
た
め
の

条
件
を
整
備
す
る
こ
と
、
ᾉ
農
村
へ
の
国

民
の
関
心
を
高
め
、
農
村
を
広
域
的
に
支

え
る
新
た
な
動
き
や
活
力
を
生
み
出
し
て

い
く
こ
と
ᴹ
と
い
っ
た
「
ࡾ
つ
の
柱
」
に

沿
っ
て
、
農
林
水
産
省
が
中
心
と
な
っ
て

関

府
省
、
都
道
府
県
・
市
町
村
、
民
間

事
業
者
と
連
携
し
、
農
村
振
興
ࢪ
策
を
総

動
員
し
て
、
現
場
ニ
ー
ζ
の

Ѳ
や
課
題

解
決
を
地
域
に
د
り
ఴ
っ
て
総
合
的
に
推

進
す
る
。

ớ
౦

ຊ
େ

ࡂ
͔
ら
の
෮
چ
・
෮
ڵ
ͱ

େ
ن

ࣗ
વ
ࡂ


の
ର
Ԡ
Ờ

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
は
、
地
震
・



災
害
及
び
原
子
力
災
害
か
ら
の
復

چ
・
復
興
を
進
め
る
。

大
規
模
自
વ
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、

■図４　�令和12年度における食料自給力指標の見通し

国内生産ٔୟোに峲る
現の食生活

国内生産の峩に峲る
৪嵣小်রੱのહけ

国内生産の峩に峲る
いも థরੱのહけ

お峙い峍峛いになるけ峓、
いも峚岵峴峙డしいな嵣嵣嵣

ごන峮崹嵛が食峣峳れ峐も、
これじ峭ଌ峴ない峮 嵣嵣嵣

国産品もୟো品も、౦رな
食品が食峣峳れる峲آ

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

国産 1031 給
2314

定崐崵ル崖ー要
2152

労働ౄଌ率���％

労働ౄଌ率80％

労働ౄଌ率���％

1628
1826

1802

2414
2072

2096

（kcaOط人嵣）

農地をਈপ活৷した
給可能

労働ౄଌ率を反映した
給可能

農地と労働力をともに
ਈপ活৷した
給可能

73 101
116

115 197
133

471

2727

2205

2567

1942

農地のન保（D）農地がすう勢の場合 ઽ向（E）

労働力のન保（F）
労働力がすう勢の場合

০のૼ新に峲峴労働ౄଌ率峙ಽ向（G）

農地のન保（D） ઽ向（E）

①

ڭٕ②

ڮٕ②

■図３　�食料国産率について

嵣国産飼料の峩で生産可能なীをడഡに評価で岷る。
嵣国産飼料の生産努力が反映される。

ਠ在の食料自給率目標（飼料自給率をખ） 食料国産率目標【新ૠ】（飼料自給率をખし峔岮）

嵣要にૢじ峐ੜ୍嵣ੜ産をるႛ産農ੇの努力が反映される。
嵣ご峷、国産ႛ産をභোするાの実と合う。

が国の食料安全保障の状況を評価 飼料が国産岵ୟো岵に岵岵峹峳ず、
ႛ産業の活動を反映し、国内生産の状況を評価

岣食料国産率岤 と 岣飼料自給率岤の൨্の向を峴なが峳、岣飼料自給率を反映した食料自給率岤の向をる

飼料もஅ峫峐
মਊに自給で岷るのが
峓れ峊け岵峹岵る峲。

মのႛ産業の力が
峹岵る峲。

ฟの食料国産率
43％（カロリーベース）

11％
ୟ
ো
飼
料ୟোฟ

国
産
飼
料

飼料自給率反映

国産ฟ

43％

ୟোฟ 国産ฟ

輸入
飼料

国産
飼料

27％ 100％

国産ฟの
食料国産率

国産ฟの
自給率

ฟの食料自給率
11％（カロリーベース）
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災
害
に
備
え
る
農
業
経
営
の
取
組
の
全
国

展
開
、
ҟ
常
気
象
な
ど
の
リ
ス
ク
を
軽
減

す
る
ٕ
ज़
の
確
立
・
ී
及
、
農
業
・
農
村

の
強
靱
化
に
向
け
た
防
災
・
減
災
対
策
、

初
動
対
応
を
は
じ
め
と
し
た
災
害
対
応
体

制
の
強
化
、
不
ଌ
時
に
お
け
る
食
料
安
定

ڙ
給
の
た
め
の
備
え
の
強
化
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
ඃ
災
地
の
早
期
の
復
چ
を
支

援
す
る
。

ớ
ஂ
ମ
Ờ

農
業
協
同
組
合
ܥ
統
組
৫
、
農
業
ҕ
員

会
ܥ
統
組
৫
、
農
業
共
済
団
体
、
土
地
改

良
区
に
つ
い
て
、
そ
の
機
能
や

ׂ
を
ޮ

果
的
か
つ
ޮ

的
に
発
ش
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

ớ
৯
ͱ

ʹ
ؔ
͢
Δ
ࠃ
ຽ
ӡ
動
の
ల
։


Λ
௨
͡
た
ࠃ
ຽ
త
߹
ҙ
の
ܗ

Ờ

食
育
や
地
産
地
消
等
に
つ
い
て
、
消
費

者
、
食

関
連
事
業
者
、
農
協
等
を
含
め

官
民
が
協
働
し
、
食
と
農
と
の
つ
な
が
り

の
ਂ
化
に
着
目
し
た
新
た
な
国
民
運
動
を

展
開
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
食
と
環
境

を
支
え
る
農
業
・
農
村
へ
の
国
民
の
皆
様

の
理
解
を
ৢ
成
し
、
農
は
「
国
の
基

も
と
い
」
と

の
認
識
を
国
民
全
体
で
共
༗
し
、
食
料
自

給

の
向
上
と
食
料
安
全
保
ো
の
確
立
を

図
っ
て
い
く
。

ớ
৽
ܕ
ί
ϩ
φ

Π
ϧ
ε
ײ
છ

Λ

͡

Ί
ͱ
͢
Δ
৽
た
ͳ
ײ
છ


の
ର
Ԡ
Ờ

内
需
・
外
需
の
ש
ى
、
農
業
労
働
力
の

確
保
、
国
産
原
料
へ
の
切
ସ
え
な
ど
の
中

食
・
外
食
・
加
工
業
者
対
策
等
を
機
動
的

に
講
じ
る
。

ûɹ

͓
Θ
り
ʹ

基
本
計
画
の
最
後
（
第
４
）
の
ᾉ
ޮ


的
か
つ
ޮ
果
的
な
ࢪ
策
の
推
進
体
制
と
し

て
、
地
方
公
共
団
体
の
৬
員

の
減
少
が

ݒ
೦
さ
れ
る
中
に
お
い
て
も
、
農
業
・
農

村
の
現
場
が
抱
え
る
課
題
や
行
政
ニ
ー
ζ

の
変
化
等
に
ਝ
速
か
つ
ޮ
果
的
・
ޮ

的

に
対
応
す
る
た
め
、
現
場
と
農
政
を
結
Ϳ

機
能
の
充
実
や
、
意
ཉ
的
に
取
り
組
む
地

方
公
共
団
体
と
地
方
農
政
ہ
等
と
の
連
携

強
化
等
が
໌
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
基
本
計
画
に
基
づ
く
ࢪ
策
を
着

実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

˔
基
本
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
ཡ
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w
w
.N
a⒎.Ho.jp/j/LFiLaLV/L@arataOa/iOEFY.htN
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ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、東ブロック（北海道・東北・関東）からピックアップ。

�　ฏ2�年 0 月00日

鹿児島県喜界町

　北海道北竜町

茨城県東海村

東京都日の出町

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

2
0
0
万
本
も
の
ひ
ま
わ
り
が
咲
き
誇
る

日
本
最
大
級
の
ひ
ま
わ
り
畑「
ひ
ま
わ
り
の
里
」

で
毎
年
7
月
下
旬
〜
8
月
中
旬
に
開
催
さ
れ

る「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」を
P
R
し
て
い
る「
ひ

ま
わ
り
咲
ち
ゃ
ん
」。
1
9
9
1
年
、
北
竜
町

の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
公
募
で
、
応
募
作
品
86

点
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
見
渡
す
限
り
一

面
の
ひ
ま
わ
り
と
い
う
絶
景
の
「
ひ
ま
わ
り
ま

つ
り
」
で
は
、「
ひ
ま
わ
り
咲
ち
ゃ
ん
」
が
訪

れ
る
観
光
客
や
町
民
の
み
な
さ
ん
を
お
出
迎

え
。
ほ
か
に
も
、
さ
っ
ぽ
ろ
大
通
り
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
や
さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
な
ど
、

町
外
で
開
催
さ
れ
る
観
光
・
特
産
物
P
R
イ
ベ

ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
町
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、「
ひ
ま

わ
り
ラ
イ
ス
」「
ひ
ま
わ
り
メ
ロ
ン
」「
ひ
ま
わ

り
ス
イ
カ
」「
黒
千
石
大
豆
」
な
ど
の
特
産
品

も
P
R
し
な
が
ら
、
ひ
ま
わ
り
の
夏
だ
け
で
な

く
、
一
年
を
通
し
て
、
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
や

観
光
振
興
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

3
月
生
ま
れ
の
ひ
ま
わ
り
の
妖
精
。
明
る
い
笑
顔
が
チ
ャ
ー

ム
ポ
イ
ン
ト
。
人
に
会
う
の
は
大
好
き
だ
け
ど
、
う
ま
く
握

手
が
で
き
な
い
の
が
ち
ょ
っ
と
だ
け
悩
み
。
特
技
を
身
に
付

け
よ
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
。

11
月
23
日
生
ま
れ
。
本
名
は
「
芋
畑
富
蔵
（
い
も
ば
た
け
と
み
ぞ

う
）」。
明
る
く
行
動
的
な
男
の
子
で
、
腕
相
撲
が
得
意
。
好
き
な

食
べ
物
は
意
外
に
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
お
肉
で
、
特
に
常
陸
牛
が
好

物
。
実
は
大
家
族
で
、
芋
づ
る
式
に
7
人
家
族
。

村
政
50
周
年
を
記
念
し
て
2
0
0
5
年
に
誕

生
し
た
「
イ
モ
ゾ
ー
」
は
、東
海
村
の
名
産
「
さ

つ
ま
い
も
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。

村
に
そ
そ
ぐ
太
陽
の
光
と
久
慈
川
の
恵
み
を
受

け
た
土
の
中
で
育
っ
た
元
気
な
男
の
子
で
す
。

7
人
家
族
の
「
イ
モ
ゾ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
の
一

員
で
、
祖
父
母
の
「
い
も
ジ
ィ
（
本
名
・
村
野

芋
治
）」「
同
・
干
し
バ
ア
（
村
野
星
）」、
父
「
い

も
サ
ク
（
同
・
芋
畑
豊
作
）」、
母
「
い
も
マ
ミ
ィ

（
同
・
芋
畑
里
味
）」、
兄
弟
の
「
か
お
り
ん
（
同
・

芋
畑
香
）」「
イ
モ
ジ
ロ
ー
（
同
・
芋
畑
二
郎
）」

と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
村
の
夏
の
風
物

詩
と
も
い
え
る
「
東
海
ま
つ
り
」、
毎
年
11
月

23
日
に
開
催
さ
れ
る
「
東
海
I
〜
M
O
の
ま
つ

り
」
に
は
、
家
族
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
こ
と
も
あ

る
の
だ
と
か
。「
イ
モ
ゾ
ー
」
は
、「
イ
モ
ゾ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
」
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
は

あ
り
ま
す
が
、
家
族
一
丸
と
な
っ
て
、
東
海
村

の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　「
ひ
の
で
ち
ゃ
ん
」
は
、
2
0
1
3
年
7
月

に
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
、
最
終
選
考
か
ら
町
民

の
投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
日
の
出
町
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。
同
年
11
月
2
日

に
開
催
さ
れ
た
日
の
出
町
産
業
ま
つ
り
で
発
表

さ
れ
、
同
じ
く
12
月
23
日
の
大
久
野
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
2
0
1
3
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。帽
子
に
は
、町
の
シ
ン

ボ
ル「
緑
美
し
い
山
々
」「
真
っ
赤
に
輝
く
太
陽
」

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
春
を
彩
る
町
の
花
・
桜
が

飾
ら
れ
て
い
て
、
洋
服
に
描
か
れ
て
い
る
の
は

町
章
で
す
。「
ひ
の
で
ち
ゃ
ん
」は
、町
の
未
来
を

担
う
輝
く「
子
ど
も
」で
あ
り
、全
身
で
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
た
「
太
陽
と
緑
の
ま
ち
日
の
出

町
」
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。「
ひ

の
で
桜
ま
つ
り
」、「
ひ
の
で
夏
ま
つ
り
」、
そ

し
て
秋
の
「
日
の
出
産
業
ま
つ
り
」
と
、
季
節

ご
と
に
開
催
さ
れ
る
町
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

に
は
積
極
的
に
参
加
。
町
民
を
は
じ
め
、
多
く

の
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

11
月
2
日
生
ま
れ
。
年
齢
、
性
別
は
ナ
イ
シ
ョ
。
明
る
い
性
格
で
、〝
東

京
の
西
部
、
太
陽
と
緑
の
ま
ち
日
の
出
町
の
元
気
っ
子
〞。
趣
味
は
、

楽
し
い
こ
と
を
探
す
こ
と
。
好
き
な
食
べ
物
は
、
と
ま
と
。
特
に
、「
日

の
出
ト
マ
ト
」
は
大
好
物
。

Vol.60

東
ブ
ロ
ッ
ク

北
海
道
北ほ

く

竜り
ゅ
う

町ち
ょ
う

東
京
都
日ひ

の
出で

町ま
ち

茨
城
県
東と

う

海か
い

村む
ら

次
回
は
、
中
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
信
・
東
海
・
近
畿
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

東
海
村
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ひ
ま
わ
り
咲
ち
ゃ
ん

ひ
の
で
ち
ゃ
ん

イ
モ
ゾ
ー

北
竜
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

日
の
出
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

さ
き
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食

に
ฒ
べ
ら
れ
た
日
本
ւ
の
ւ
の

。

「
食
」
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
、
今
日

も
സ
を
進
め
る
。
こ
の
時
期
少
々
ऐ
し
い

の
が
、
ü
月
で
ఈそ

こ

Ӫび
き


漁
が
ऴ
わ
り
、
９

月
ま
で
ఈそ

こ

Ӫび
き

で
֫
れ
る
ڕ
が
食
べ
ら
れ
な

い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
定
置

で

֫
れ
る
ڕ
た
ち
が
、
食

に

わ
い
を
も

た
ら
し
ࢲ、
を
ָ
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。

定
置

と
い
う
と
、
ࡢ
年
５
月
に
ே
֫

れ
Ξ
ジ
の
無
料
配
布
を
行
っ
た
。こ
れ
は
、

当
町
（
ฏ
成
17
年
に
内

部
の
2
町
1
村

と
ւ
؛
部
の
1
町
が
合
ซ
）
が

Ҫ
県
一

の
漁
業
の
町
で
あ
る
こ
と
を
、
も
っ
と
町

民
に
実
感
し
て
も
ら
い
、
ڕ

れ
の
解
消

に
ܨ
げ
よ
う
と
、
越
前
町
漁
業
協
同
組
合

が
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ࡢ
年
の
配

布
が
３
年
Ϳ
り
と
あ
っ
て
、
開
始
１
時
間

前
か
ら
２
０
０
人
ほ
ど
の
行
ྻ
が
で
き
大

盛
況
で
あ
っ
た
。
漁
業
協
同
組
合
に
感
ँ

ਃ
し
上
げ
た
い
。

「
食
」
は
、
ࢲ
た
ち
が
生
き
て
い
く
う

え
で
の
基
本
で
あ
り
、
ࢲ
た
ち
の
健
康
を

ࠨ
ӈ
す
る
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
ӫ
ཆ
の

ภ
り
や
不
規
ଇ
な
食
事
は
、
ං
満
や
生
活

श
׳
ප
を
引
き
ى
こ
し
、
多
ྔ
ҿ
ञ
は
؊

機
能
を
低
下
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
中
、
ࢲ

た
ち
は
、
ຖ
日
の
「
食
」
の
大
切
さ
を


れ
が
ち
で
あ
る
。
今
一
度
、
見
つ
め
直
し

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

６
月
は
食
育
月
間
。

Ҫ
県
は
、
食
育

発

の
地
で
あ
る
。

ࢲ
は
こ
の
機
会
に
越
前
町
の
食
育
、
さ

ら
に
は
、
越
前
町
の
「
食
」
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

当
町
で
は
、
ຖ
年
ý
月
の
食
育
月
間
に

あ
わ
せ
、
地
場
産
１
０
０
ˋ
の
食
ࡐ
を
ふ

ん
だ
ん
に

っ
た
学
校
給
食
を
小
中
学
生

に
提
ڙ
し
て
い
る
。
こ
の
給
食
を
「
え
ち

હ
の
日
」
給
食
と
命
໊
し
、
年
2
回
実
ࢪ

し
て
い
る
。
ま
た
、
11
月
に
は
、
カ
ニ
の

町
な
ら
で

は
の
セ
イ

コ
Ψ
ニ（
越

前
が
に
の

ࣁ
が
に
の

通
শ
）
ま

る
ま
る
１

ඖ
を
給
食

に
提
ڙ
し
、

食
べ
方
も

学
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。
当
町
の
学
校
給

食
に
お
け
る
地
場
産
食
ࡐ
を

用
す
る
ׂ

合
は

70
ˋ
で
あ
る
。
今
後
と
も
新

な

ւ
の

、
山
の

、
ཬ
の

を
提
ڙ
し
、

子
ど
も
ୡ
の
健
康
な
心
と
体
を
育
み
、
ふ

る
さ
と
越
前
町
の
「
食
」
と
文
化
が
継
ঝ

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

一
方
、
ࢲ
は
町
長
に
ब

し
て
以
来
、

「
観
光
立
町
」
を
目
ࢦ
し
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
観
光
の
柱
の
一
つ

が
、「
食
」
の
観
光
。
そ
の
中
心
と
な
る

も
の
が
、
ౙ
の
ຯ
֮
の
Ԧ
様
、
越
前
が
に
。

ຖ
年
、
11
月
６
日
ޕ
前
0
時
に
越
前
が
に

漁
が
解
ې
と
な
り
、
ཌ
年
の
３
月
20
日
ま

で
続
く
。
こ
の
全
国
ϒ
ラ
ン
ド
に
よ
り
、

当
町
の
観
光
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
通
年
型

観
光
に
は
、
越
前
が
に
の
漁
期
以
外
の

「
食
」
を
ど
う
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
、
新
た
な
ご
当
地

ά
ル
メ
と
し
て
の
स
盛
り
料
理
で
あ
る
。

स
盛
り
の
メ
イ
ン
と
な
る
ڕ
は
、
ق
અ
や

そ
の
日
֫
れ
る
新

な
ڕ
に
よ
っ
て
変
わ

る
。
स
盛
り
の
主

が
ຖ
日
交
代
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

カ
レ
イ
や
タ
イ
、
Ξ
ジ
な
ど
越
前
町
産

の
多
࠼
な
ւ
の

で
、
町
を
Ξ
ϐ
ー
ル
し

た
い
と
考
え

て
い
る
。
今

年
2
月
に
行

わ
れ
た
ࢼ
食

会
で
は
、
町

内
の
観
光
事

業
者
が
Φ
リ

ジ
ナ
ル
の
स

盛
り
を
൸
࿐

し
た
。

Ր

ম
き
や
、
し
Ỵ
Ϳ
し
Ỵ
Ϳ
な
ど
झ
向
を
ڽ

ら
し
た
さ
ま
͟
ま
な
स
盛
り
が
用
意
さ
れ

た
。
ۙ
年
、
観
光
の
主
流
と
な
っ
て
い
る

「
コ
ト
消
費
」
を
意
識
し
、
調
理
体
験
も

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

現
在
、
日
本
初
の
स
盛
り
の

地
を
目

ࢦ
し
、
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
取
組
が
新
た
な
お
٬
様
を

呼
び
込
み
、
北

新
幹
ઢ
ರ
լ
開
業
と
相

ま
っ
て
、
魅
力
あ
る
観
光
地
と
し
て
ߋ
な

る
発
展
を

げ
て
行
く
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
て
い
る
。

ੲ
か
ら
、
初

ࣣ
十
ޒ
日
と
言
わ
れ
る

が
、
お
ӄ
様
で
ւ
あ
り
、
山
あ
り
、
ཬ
あ

り
の
当
町
は
、
１
年
を
と
お
し
て
०
の
も

の
が
ຯ
わ
え
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

を
生
き
抜
く
に
は
最
高
の
場
所
で
あ
る
と

自
負
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
地
の
利
に


え
る
こ
と
な
く
、
食
生
活
の
改
善
は
も

と
よ
り
、
運
動
不
足
を
解
消
し
た
ば
こ
や

Ξ
ル
コ
ー
ル
を
߇
え
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に

も
備
え
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

皆
さ
ん
も
、こ
の
食
育
月
間
に
今
一
度
、

「
食
」
の
魅
力
に
つ
い
て
学
び
、
理
解
を

ਂ
め
、
ご
家

お
ଗ
い
で
「
お
い
し
く
、

ָ
し
く
」
食
事
す
る
こ
と
を
お
ק
め
し
た

い
。

随  想

　

˛ӽલ町ΦϦδφϧस

ܠ৯ͰηΠίΨχΛ৯Δ෩څߍֶ˛

˛

ே
֫
Ε
Ξ
δ
ͷ
ແ
ྉ


෩
ܠ

内
ない

藤
とう

　俊
しゅん

三
ぞう

福井県越
えち

前
ぜん

町長　

「食」を考える
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શࠃொଜ会ؗに、
会議室・ԅ会の΄͔に、
;たつのϨετϥϯございます。
。Γくださいدにཱ͓ͪܰؾ͓

ɾ༸৯のϨストϥンも
おܰؾに͝ར༻ͩ͘͞い

˔શࠃ町村ձؗのΞΫηε
・有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」
　3番出口徒歩1分
・丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩8分
・タクシー東京駅から約20分

5&-���ʢ����ʣ����
'"9���ʢ����ʣ����
˟���������東京都ઍా۠Ӭా町�ஸ��൪��߸
ϗʔϜϖʔδΞυϨε　IUUQ���XXX�[DL�PS�KQ�LBJLBO

ΧδϡΞϧϨετϥϯʮϖϧϥϯʯ ৯ॲʮ͍͞ ͔ͪʯ

߹の॓ധॿ͕݊͝ར༻͍͚ͨͩ·͢ɻࡁڞ町村৬һࢢ˞

東京でのイベントに最適な
絶好のロケーションを誇る全国町村会館。
かけがえのないひとときを、
上質なサービスでおもてなしいたします。

3番出口

内
案
ご
の
室
客

ご予約・お問い合わせ

シングル
119室

ダブル
12室

ツイン
18室

SINGLE
ROOM

DOUBLE
ROOM

TWIN
ROOM

県人会など同郷者の集い、
同窓会、親睦会などの懇談会

観光PR、移住セミナー
職員採用試験などの説明会

職員旅行・家族旅行

和室もございますのでお問い合わせください。（禁煙ルームもご用意しております。）

東京
絶好
かけ
上質な

県人会など同郷者の集い、
同窓会、親睦会などの懇談会

さまざまな「集いの場」を
演出いたします

広さと設備が多彩な大ホールと、３つの
会議室がございます。
会議・研修、パーティーなどに幅広くご利用
いただけます。
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